
樹脂注入を正とします。
樹脂とはエポキシ樹脂のことです。

参考数量書Ｐ59・Ｐ60 環境配慮工事にて
⑵安全衛生設備機器等の「消耗品等」の項目と
⑶吹付アスベスト除去処理内「アスベスト除去（壁面吹付下地
調整材）」の項目が2つずつありますが、それぞれどの除去範囲
を想定したものかご教示願います。
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参考数量書に記載のとおり、参考数量書の内容についてはお答えできま
せん。
アスベスト除去処理の養生方法はレベル3養生とし、300㎜×300㎜程度の
剥離剤試験施工を行います。剥離剤による除去が可能であることが確認
できた場合は協議を行うこととします。

S-12 架構詳細図 鉄筋貫通箇所で、樹脂注入とグラウト充填と
いう箇所があります。どちらが正しいのでしょうか。
樹脂注入の樹脂とは、樹脂モルタルという意味でしょうか。

参考数量書Ｐ59 環境配慮工事にて
⑶吹付アスベスト除去処理内「飛散抑制剤散布」の摘要欄に
「300㎜×300㎜程度」と記載がありますが、剥離剤の試験を行
うという解釈でよろしいでしょうか。
また、その際の試験方法・養生方法について詳細をご教示願い
ます。

参考数量書に記載のとおり、参考数量書の内容についてはお答えできま
せん。
アスベスト除去範囲については渡り廊下1～2、渡り廊下2～3を別区画とし
ており、同時施工は行わないことを原則とします。


